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研 究 内 容

令 和 ７ 年 度 北 海 道 科 学 技 術 奨 励 賞 ４

潰瘍性大腸炎(UC)とクローン病(CD)を代表とする炎症性腸疾患(IBD）は、原因不明の腸の慢性炎症性

疾患で、10代から30代の若年者に発症することが多く、生活の質を低下させます。患者数は増加し続け

ており、全国で40万人以上、道内にも1万5千人以上の患者さんがいるとされています。早期に診断し、

適切な治療を始めることが重要ですが、北海道にはIBD専門医が偏在・不足していることが問題です。

＜ 功績名 ＞

医師偏在・不足を補う炎症性腸疾患の診断・鑑別に有用
なAIソフトウエアの研究開発
難治疾患である炎症性腸疾患を診断するAIを用いたソフトウエアを開発し、医療現場での応用を目指します。

背 景

＜ 受賞者 ＞

安藤 勝祥 旭川医科大学内科学講座 助教

・ 最新の全国調査ではUC 31万人・CD 9万人と増加の一途
・ 北海道内には1万5千人以上の患者さんがいる

・ IBD専門医の偏在と不足
・ 通院・検査による長距離移動

潰瘍性大腸炎
(UC)

クローン病
(CD)

・ 若年発症が多く、腹痛・下痢など
の症状により生活の質(QOL)が低下
・早期に診断し、治療することが重
要だが、鑑別困難な症例もある

・ AIによる鑑別・診断の補助
・ 効率的な学習モデルの確立

画質や機種の違いに依存しない
効率的な学習モデル構築のための
画像補正技術

異なる撮像方法・多機種による5000枚
を超える画像収集

AIによる
診断確率

複数の説明可能AI
モデルによる診断
根拠を表示

患者数増加、道内の医師偏在・
不足を補うAI内視鏡診断ツール
として実用化を目指す

専門医と同等以上の90%を越え
る鑑別能を有するAI学習モデル

非専門医にも使用しやすい
アプリケーションの開発

内視鏡用診断プログラム、内視鏡用診断装置、内視鏡用診断装置の制御方法および
内視鏡診断用学習済みモデル生成プログラム（特許7778334号）
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研 究 内 容

令 和 ７ 年 度 北 海 道 科 学 技 術 奨 励 賞 ５

⚫ 地滑りなどの斜面災害に加え、社会インフラの老朽化に伴う損傷は、地域社会の脆弱性を一層高める要因として懸念されて
います。

＜ 功績名 ＞

土砂災害対策と社会インフラ維持管理に資する先端
リモ―トセンシング技術の開発と実装
レーダリモートセンシングによる「斜面災害予測」、「インフラヘルスモニタリング」の実現へ

背 景

＜ 受賞者 ＞

泉 佑太 室蘭工業大学大学院工学研究科 准教授

⚫ 我が国の社会インフラである橋梁は、高度経済成長期に集中的に整備されたため、その多くが建設から50年以上経過し、
老朽化が急速に進んでいます。

⚫ SARは、離れた場所から対象に電波を照射し、その反射波を解析することで対象を画像化する技術です。異なる時間に繰り
返し取得したSAR画像の差分を解析することで、地表や構造物の微細な「動き・変位」を面的かつ高精度に計測できます。

⚫ 衛星SARと小型の地上設置型SARを組み合わせた「マルチモーダルSARセンシング」システムの開発を進めています。こ
れにより、昼夜や天候の影響を受けず、人が立ち入れない場所であっても、遠隔からリアルタイムに対象の計測が可能とな
ります。

⚫ これらのリスクに適切に対処し、適応的かつ強靭な社会を構築するため、レーダリモートセンシング技術である合成開口レー
ダ（SAR）を活用した技術開発に取り組んでいます。

社会実装を支える要素技術の開発例

ドローン搭載SARの開発 地上設置型SARの高度化

⚫ SARを搭載したドローンから
インフラ構造物の変位や振動
を計測する手法を開発

⚫ これにより、長大橋をはじめと
する大規模インフラを一度に広
範囲で観測することが可能

⚫ 大気の影響（湿度、気温
等）を補正する手法を開
発し、サブミリメートル
（1mm以下）の高精度
計測を実現

地滑り観測

橋梁観測

⚫ SAR技術を実用化するためには、対象となる構造物や地盤の力学的特性、現場のニーズを計測手法にフィードバックし技
術開発を進める必要があります。そこで土木工学の研究者と連携し「融合知」に基づいた社会実装を展開しています。

「融合知」により社会に根差す技術の確立へ

安全に暮らせる、持続可能な発展が可能な社会へ

計測した橋梁のたわみ・振動

計測した斜面の変位

⚫ リアルタイムに斜面の変
位を観測する技術を開発

社会実装へ

マルチモーダルSARセンシング

斜面計測の様子

⚫ 衛星SARで危険個所をスクリーニングし、地上設置型SARでリア
ルタイム変位計測を実施

⚫ 地上設置型SAR・ドローンSARを用いて、橋梁の「たわみ」や
「振動」を面的に計測する技術を開発

⚫ これにより、「接近不要で遠隔から安全に点検」、「少人数で多く
の橋梁を効率的に点検」、「迅速な点検」、「詳細な点検」を実現

橋梁計測の様子

⚫ 計測結果に基づき、早期警戒情報の提供を可能とする



●2050年に世界の人口は90億人に達すると予想されており、深刻な食糧問題が危惧されています。
そのため高効率に植物を育成できるシステムの構築が急務とされています。

●高色純度の赤色光を発するユウロピウム発光体の開発に従事しており、本発光体は植物育成において
以下の利点を有します。

1) 葉にダメージを与える太陽光の紫外線を吸収して、光合成に有効な赤色光に変換できる。
2) 植物の光合成に有用な可視光を吸収しない。
この光波長変換機能を有するユウロピウム強発光体を塗布する技術の開発に成功しました。
(筆頭発明者：特許第7621652号)。
開発した光波長変換フィルムを用いた植物育成促進も実証しています(Sci. Rep. 12, 17155 (2022))
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研 究 内 容

令 和 ７ 年 度 北 海 道 科 学 技 術 奨 励 賞 ６

現在、光産業において発光体の開発は、スマート農業分野からディスプレイ分野に至るまで幅広く

重要視されています。本研究では、強い光吸収能を有する有機部位と発光機能を持つユウロピウム

金属を組み合わせた化合物を基盤とし、太陽光中の紫外線を光合成を促進する高色純度赤色光へ変

換する植物育成用フィルムや、次世代ディスプレイに向けて青色光を高色純度赤色光に変換する粒

子の開発を進めています。

＜ 功績名 ＞

高色純度の赤色光を強く放つ発光体の開発

高色純度の赤色光を強く放つ発光体の開発およびその材料応用に取り組んでいます。

背 景

＜ 受賞者 ＞

北川 裕一 北海道大学大学院工学研究院 准教授

光波長変換
フィルム

市販
フィルム

●「マイクロLED」ディスプレイ技術の確立によ

り、液晶パネルや有機ELディスプレイを凌駕する

高画質映像の実現が期待されています。

●マイクロLEDディスプレイの実用化に向けては、

マイクロ青色LEDに高色純度の発光体を塗布する

方式が研究されています。

●青色光を「高色純度の赤色光」へ高効率に変換

できるナノカーボン導入ユウロピウム(Eu)発光

体の開発に成功しました。

発光体の外観

紫外線下の写真

植物育成試験の例
(カラマツの育成)

市販
フィルム使用

光波長変換
フィルム使用

添加剤

混合溶液

塗布

ナノカーボン
EuEu

ナノカーボンが橋掛した
剛直な構造が特徴

開発した発光体

容易に溶媒や有機
ポリマーに分散可能

青色光下の写真



令和７年度 北海道科学技術奨励賞
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◼ 運動は、がん、心疾患、糖尿病など様々な疾患を予防し、健康寿命を促進する重要な要素です。
◼ しかし運動は、全ての人に等しく効果をもたらすわけではなく、加齢や疾患によってその効果が低下する
ことが知られています。

◼ 「なぜ運動の効果が低下してしまうのか？」この謎を明らかにすることによって、全ての人が運動の恩恵
を受けることができる基盤を築き、健康長寿社会の実現を目指しています。

＜ 功績名 ＞

運動効果の多様性と根源的メカ二ズム解明を基盤とした
健康長寿社会の創成
なぜ運動効果には個人差があるのか? その謎を細胞・分子レベルで解明し、健康長寿社会の創成を目指します。

背 景

＜ 受賞者 ＞

齋藤 悠城 札幌医科大学保健医療学部理学療法学科 教授

研 究 内 容
◼ 運動効果の鍵は「老化細胞」の働き

運動によって骨格筋に出現し、筋
の修復・再生を促して、運動効果
を増強する「ヘルパー老化細胞」
の存在を明らかにしました。

正常の骨格筋

ヘルパー老化細胞

加齢や疾病など

慢性炎症を起こした骨格筋

ヘルパー老化細胞と異なる
タイプの老化細胞が出現し、
運動効果を低下させることが
わかってきました。加齢や糖尿病などでは、運動による骨格筋の応答性が変化することで、

十分な運動効果が得られにくくなることがわかっています。

加齢や糖尿病のモデルマウス
を用いて、骨格筋を単一細胞
レベルで解析しています。
これにより、組織修復・再生
を促すヘルパー老化細胞がど
のように出現するのか、運動
効果を低下させる老化細胞と
の違いは何か？明らかにして
います。

慢性筋炎モデルマウスに対して、運動と薬剤を組み合わせることで
骨格筋の再生を促す、ヘルパー老化細胞の誘導に成功しました。

細胞老化の仕組みの理解から、どのような人も運動効果を発揮する
ことができる「ユニバーサル骨格筋」の創成を目指しています。

運動によって変化する細胞の
状態を遺伝子レベルで追跡

全ての人が運動の恩恵を受ける「ユニバーサル骨格筋」の実現へ

ヘルパー老化細胞の作用によって
骨格筋の再生が促進

◼ 運動効果の個人差という問題を解決
◼ 全ての人が最小限の運動で最大限の

運動効果

心疾患、脳血管疾患、がんによる死亡率
が最大40%低下することが期待！

遺伝子組換えマウスを
用いて、筋肉の損傷〜
回復過程を解析しまし
た。すると、ヘルパー
老化細胞が生じない場
合は、骨格筋の修復・
再生能力が低下するこ
とがわかりました。
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研 究 内 容

令 和 ７ 年 度 北 海 道 科 学 技 術 奨 励 賞 ８

◼ 地球上には未発見のウイルスが多数存在しており、その一部は人や動物に病気を引き起こすものであ
ると考えられています。新型コロナウイルスのように、新たに出現した病原ウイルスによって引き起
こされる感染症を新興ウイルス感染症と言います。

◼ マダニはさまざまなウイルスを保有し、吸血によって人や動物がそれらのウイルスに感染します。そ
のため、マダニが保有するウイルスは新興ウイルス感染症の原因となることがあります。

◼ 新興ウイルス感染症は新たに出現したものであるため、知見の蓄積がほとんどありません。そのため、
多角的な研究を実施する必要があります。

＜ 功績名 ＞

北海道における新興ウイルス感染症の研究

エゾウイルス感染症や新型コロナウイルス感染症など、新たに出現した感染症を研究しています。

背 景

＜ 受賞者 ＞

松野 啓太 北海道大学人獣共通感染症国際共同研究所 准教授

原因不明の発熱患者

伴侶動物・家畜・
野生動物

野外調査で採集した
マダニ

ウイルス遺伝子の検出 ウイルスの培養

細胞や動物を使った
ウイルスの性状解析

bar = 100 nm

ウイルス感染状況調査

エゾウイルス感染症の発見と動物モデル樹立 マダニからBeijiナイロウイルス（BJNV）を検出

発熱患者の血液から
培養されたウイルス

実験的にウイルスを接種した遺伝子組
換えマウスでは肝臓や脾臓でさかんに
ウイルスが増殖した。

肝臓

脾臓

中国で熱性疾患の病原ウイ
ルスとして報告されている
Beijiナイロウイルスが、
北海道のマダニにも分布し
ていた。

研究の流れ


